
平成３０年度　鳥栖市立鳥栖西中学校　学校評価結果

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

生徒の基礎学力は向上したか。
生徒の「活用力」は向上したか

・校内研究の一つの柱として活用力の向上を位置づ
け、５教科における活用力を明確にし、授業構成を
見直し、年に２回の公開研究授業を行う中で、活用
力向上に向けた共通実践を進める。
・学習規律を確立するとともに、支持的風土を醸成
し、学び合う集団づくりを展開する。

・１２月の県調査では、２年の数学はすべての領域で４
月調査を同等か上回ったものの、他の１，２年の国語や
１年数学は４月調査を上回ることができなかった。
・他の３教科は、2年社会と1年理科、1年英語は県正答
率を上回った。また、「活用」に関する問題では、1、２年
の数学と1年国語は4月調査を正答率で上回った。

・12月の学習状況調査の結果を分析し、各教科におい
て間違いが多かった設問と間違い傾向を調べることで、
具体的な授業改善や活用力の向上につなげていきた
い。
・日々の家庭学習の習慣化のための具体的手立てに取
り組む必要がある。

・校内研究において教科「日本語」の取組、
がん予防教育の取組、教科における「活用
力」の向上に向けた取組を、横断的・総合的
に展開することで、生徒にとって「わかる授
業」「ためになる授業」が実現できたか。

・教科「日本語」、活用力の向上、がん予防教育を三
つの柱として、全職員が参加する授業研究会や校内
研修を年間を通して推進し、横断的・総合的な視点
から授業構成を見直し、共通実践を進める。
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業に
ついて共通実践を進める。

・毎日の授業がわかるし、ためになっていると回
答した生徒は８３％にのぼる。
・教科「日本語」、活用力の向上、がん予防教育
を年間を通して積極的に研修し、共通実践を進
めることができたと回答した教師は８１％いた。

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業
実践に努めると共に、めあての掲示と振り返りの
時間の活用について更なる改善に努めていきた
い。
・

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

生徒行動目標「西中三訓～西中生みんな頑
張る３つの「あ」！」の「あいさつ～挨拶をし
よう！」「あつまり～５分前行動をしよう！」
「あとしまつ～無言清掃をしよう！」が実行で
きているか。

・全校、学年、学級、部活動などすべての教育活動を
通じ、習慣化を図る。
・学校行事や体験活動に向け、集中した取組を行う。
・常に教師が清掃場所に立ち会い、無言清掃に率先
して取り組み、生徒に達成感を味わわせるとともに
掃除への意欲を高める。

・家庭や地域、学校で明るい元気なあいさつが
できている生徒は７９％、時間を守る行動がで
きている生徒は８４％であった。また、時間いっ
ぱい掃除に取り組んでいる生徒は８４％にの
ぼっている。このことから西中三訓の定着が見
られる。

・西中三訓は定着してきており、落ちついた学校生活が
できている生徒は多い。今後は、「挨拶・時間・掃除」の
すべての面において内容のさらなるレベルアップを図り
たい。言われた人が気持ちの良くなるような挨拶、遅刻
者の減少や授業2分前の着席、無言清掃の徹底を図っ
ていきたい。

体験活動や奉仕活動を通して、心が育って
いるか。

・生徒が自己を見つめ、成長していくように、活動や
体験後の取組を充実る。
・体験活動や奉仕活動の様子を生徒会役員を中心
に積極的に外部へ発信する。

・体験活動を通して自分自身が成長していると
感じている生徒は８３％おり、保護者においても
８４％が体験活動を通して、子どもたちの成長を
感じている。進路やキャリア教育の面だけでな
く、相手とのコミュニケーション能力の育成にも
大きな成果が表れている。

・宿泊訓練や職場体験学習、赤ちゃんスイッチなど体験
活動や奉仕活動を通じて、通常の学校生活の中でも相
手との接し方、話し方や話の聞き方など、良好なコミュニ
ケーションを取るためのスキルの獲得につなげていきた
い。また、高校入試の面接指導等と関連させながら更な
る指導に生かしていきたい。

教
育
活
動

●いじめ問題への
対応

いじめの早期発見・早期対応
に向けた体制づくりができた
か。

・生活やいじめに関するアンケートを毎月２回実施
し、生徒の実態把握に努める。
・人権集会の取組や道徳教育の推進、ＱＵを基にし
た集団づくりの推進を通して望ましい人間関係を育
む。
・教職員を対象に実践的な校内研修を１回以上、実
施する。

・生活やいじめに関するアンケートや教育相談
が、いじめの未然防止や早期発見につながって
いると感じている教師は９７％にのぼっているも
のの、学校がいじめを許さない雰囲気づくりを
積極的に行っていると感じている保護者は７
３％に留まった。

・QUテストの結果や見取りを学年や学校全体で共有し、グループ
エンカウンター等を計画的に実施していきたい。
・毎月のいじめ、命を考える集会や人権週間等を通して、「いじめ
をしない、させない、許さない」雰囲気を学校全体として醸成して
いきたい。
・「特別の教科　道徳」の年間指導計画を基に、授業実践に学年
全体で取り組み、資料の共有化を図っていきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

○活き活き部活動の
推進

自分の健康や体づくりについて意識を高め
ることができているか。

・部活動の顧問を複数体制とし、常に臨場指導を行
う。
・部活動や社会体育、文化活動の意義を踏まえた指
導と適正なあり方について、保護者会、学校だより等
で周知する。

・部活動や社会体育・文化活動に積極的
に取り組んでいると回答した生徒は８
８％、保護者も８４％が部活動や社会体
育・文化活動が子どもたちにとって充実し
たものになっていると感じている。

・年度当初の部活動保護者会において、部活動の基本方針や練習時間や対外

試合などについて共通理解を図る。特に、鳥栖市教育委員会からの方針を受け

て校内で取り決めた部活動指導の方針を確実に伝え、限られた練習時間の中

での活動の効率化を図る。

・部活動の顧問会議を定期的に実施し、部活動のさらなる充実に向けて相互に

意見交流を行い、部活動に関する諸問題の相談にも応じるようにする。

望ましい食習慣と食の自己
管理能力の育成ができた
か。

・毎月１回、保健だよりやアンケートを通して朝食をと
ることの意義の理解と啓発を行う。
・家庭科や学級活動の授業を通して、朝食の大切さ
を再認識させる。

・毎朝、朝食を食べて登校していると回答
した生徒が９２％、毎朝、朝食を食べさせ
ていると回答した保護者は９４％であっ
た。時々、朝食を抜いていると回答した生
徒は3％(16人）いた。

・保護者に向けた食育や食習慣の大切さを啓発するためのたより
やアンケートを実施する。
・給食時間中の全校放送で給食の献立の話だけでなく、生徒に向
けて栄養面や食習慣の大切さについても啓発していきたい。
・栄養教諭との連携を図り、職員を対象にした食育の研修も行い
たい。

家を出て再び帰り着くまでの
生徒の安全確保はできてい
るか。

・各学年安全指導担当、生徒会担当、部活動顧問を
中心として登下校指導を行う。学年、学期の初期に
は集中した登校指導を行う。
・生徒指導や各学年計画に基づき、昼休みの巡回指
導を行う。

・登下校の交通ルールやマナー、学校生活の
ルールやマナーが守れていると回答した生徒
は９５％、保護者の８３％が登下校時や教育活
動の安全について「安心・安全な学校」づくりに
取り組んでいると捉えている。

・今後も大規模校舎改修工事が続くことから、校内の危険箇所を再度確認し、全

教職員で共通認識を図る。

・特に雨天時の保護者の送迎などでの危険箇所や注意事項を再度確認し、

ルールの徹底を図る。

・登下校の際の通学路の確認と危険箇所を点検するとともに、交通ルールやマ

ナーの徹底を図るために交通教室を実施する。
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具体的方策

成果と課題
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具体的な改善策・向上策

学
校
運
営

●業務改善・教職員
の働き方改革の推進

・職員がキャリアステージやワークライフバ
ランスを考え、長期、中期、短期の自己目標
を設定し、勤務時間を意識した業務遂行が
実現できているか。

・週１日以上の部活動休養日、第１水曜日のノー部
活動デー、第３日曜日の県下一斉部活動休養日、定
時退勤日の６時台閉庁、夏季休業中の閉庁日を完
全実施し、啓発を呼びかけることで、職員の意識改
革と働き方改革を図る。

・週１日以上の部活動休養日、第１水曜日の
ノー部活動デー、第３日曜日の県下一斉部活
動休養日を完全実施することができたと回答し
た教師は９５％おり、定時退勤日の午後6時退
勤をきっかけに自らの働き方について見直すこ
とができた教師は、７８％にのぼっている。

・校内の部活動方針を全教職員で遵守するとともに、定
期的な顧問会議などで適正な練習時間や対外試合など
ができているか点検を行う。
・互いに声をかけ合い定時退勤日の退勤時間の遵守を
図る。また、各月ごとに超過勤務時間の目標数値を各
自設定し、具体的な縮減を目指す。

学
校
運
営

○教職員の資質向上
ベテラン教師、ミドルリーダー、若
手教師がそれぞれの役割を自覚し
て、教育活動に取り組んでいるか。

・校務分掌や学年行事、学校行事をベ
テラン、ミドルリーダー、若手教師の組
み合わせを行い、信じて任せることで、
意欲を高め、ベテランや中堅の技を伝
承するとともに、若手教師の育成を図
る。

・ベテラン教師やミドルリーダーは「育て
る」意識、若手教師は「学ぶ」意識を持ち
ながらペアやチームで教育活動に当たる
ことができたと回答した教師は８０％にの
ぼった。

・各校務分掌の主任の補佐として若手教師をつけて、将
来的にその校務を担えるようにベテラン教師やミドル
リーダーが育てる意識で指導してもらう。
・ベテラン教師の指導方法や実践方法を職員研修等の
機会を通じて若手教師に伝達する機会をつくる。
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具体的方策
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具体的な改善策・向上策

○危機管理体制の確
立

安全・安心な生活環境を確保できているか。
危険や危機を未然に防ぐことができている
か。

・避難訓練や安全点検を実施し、生徒や教職員の安
全の確保、交通事故・生活事故防止に対する意識を
高める。
・危機管理対応の職員研修を年１回以上実施し、危
機の未然防止に努める。

・学校では安全で安心して過ごすことができていると回答した生徒は

９３％にのぼり、保護者も８３％が「安心・安全な学校」づくりに取り

組んでいると回答している。また、研修等を通じて危機管理に対する

意識が高まると同時に具体的な対応能力も向上したと回答している

教師が８３％にのぼっている。

・職員の危機管理に対する意識を高めていくために具体的な事例を通した危機管理対応の研修

の実施。

・地域や関係機関とも連携を深め、避難訓練や防犯教室、交通安全教室等、時期を見極めながら

実施。

・登下校の際の通学路の確認と危険箇所を再点検や交通ルールやマナーの徹底を図るために交

通教室を実施する。

○情報発信
保護者に学校の教育活動を理解してもらえ
たか。

・校長の教育方針や小中連携の取組、いじめ防止や
学力向上の取組など学校の特色ある取組を、学校
だよりだけでなく、ＨＰや携帯サイト等も活用し情報発
信を図る。

・学校は、学校だよりや学校ＨＰ、携帯サイト（マ
チコミメール）を通じて、情報発信を積極的に
行っていると回答した保護者は９１％にのぼり、
昨年度より６ポイント上昇した。

・鳥栖市教育の日や授業参観などの学校開放では、保護者だけでなく地域の

方々にも回覧やチラシなどを配布して来校してもらい、学校への意見や感想な

どをいただき、学校運営の改善に生かしていきたい。

・今後とも携帯メール（まちこみメール）や学校HPを有効に活用し、学校行事や

学校の取組を幅広く紹介していく。

○特別支援教育の充
実

特別支援教育担当者が生活補助員や養護
教諭とも連携し、チームとして連携し、組織
的に取り込む体制ができているか。

・短期、中期、長期の目標を設定した、「支援計画・指導計画」を

作成し、保護者にも面談の機会を設定しながら計画的に指導に

取り組む。

・必要に応じて関係職員や関係機関と連携し、協働して育てる

意識をもつ。

・特別に支援が必要な生徒に対して、必要に応じて関係職員や関係

機関との連携した支援ができたと回答した教師は６３％にとどまっ

た。生徒指導委員会や職員連絡会でも特別支援学級在籍の生徒や

困り感のある生徒に対する情報交換は行っているものの、保護者と

の連携を含めて組織として取組の充実を図っていく必要がある。

・保護者を交えて短期・中期・長期的な支援計画や指導計画を作
成し、チームとして組織的に対応できるように研修の場を保障す
る。
・すべての特別支援学級担当者が集まる会議を定期的に実施し、
生活指導員や養護教諭、特別支援学校等とも連携しながら具体
的な支援内容を検討することが必要である。

○不登校対策の推進
不登校及び不登校傾向の生徒に対する体
制づくりができていたか。

・「電話連絡」や「担任+１の家庭訪問」、保護者同伴の「別室登

校」など、保護者と話をする機会を積極的に作り、保護者の意向

を聞きながら、チームで対応していく。

・進路学習にも取り組み、将来に向けての見通しをもたせるよう

に努める。

・学校適応指導教室や関係機関との連携を図る。

・先生は地域や保護者の意見に耳を傾け、誠意をもって対応してい

ると回答した保護者は８２％にのぼる。生徒の気持ちを理解して、不

登校の予防に努めることができたと回答した教師は７０％、不登校

傾向のある生徒の情報を共有し、保護者の意向を聞きながらチーム

で対応できたと回答した教師は８０％にのぼっている。

・教育相談部会の定期的な開催だけでなく、会の中でSCやSSW,学習支援員等

とも連携を強化し、対応を協議していく。

・ソーシャルスキル教育の推進と充実を掲げ、良好な人間関係の構築に取り組

む。

・進路学習やキャリア教育にも取り組み、将来に向けたはっきりとした見通しを

持たせて指導に当たるようにする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

学
校
運
営

○小中一貫教育の推
進

教科「日本語」の取組を核として、小中
９年間を見通した学びと育ちの系統性
が図られたか。

・生徒指導担当、研究主任、教科「日本語」コーディ
ネーターと小中一貫教育コーディネーターとの連携を
密に行う。
・小学校との交流の推進等を通して、小学校から中
学校へのスムーズなつながりを図る。
・授業研究会等を通して、成果と課題を明らかにし指
導の改善にあたる。

・中学校への入学時、心配することなくスムーズに中学校生活に対

応できたと回答した生徒は８３％にのぼった。また、小中一貫9年間

を見通した生活指導や学習指導の系統性を図ることはよいことだと

感じた保護者は８１％であり、小中一貫教育の取組が定着してきて

いることがわかる。

・教科「日本語」の授業では、日本の言語や文化に親しむことができ

たと回答した生徒が８０％にのぼった。また、８０％の教師が小中合

同の研修会や授業研究会を通して、成果と課題が明らかにされ、今

後の授業改善にも役立っていると感じている。

・「特別の教科　道徳」の完全実施に伴い、小中9年間の系統性を
図り、教科「日本語」との兼ね合いを考えたカリキュラムづくりを実
施する。
・小学校との生徒指導連絡会を定期的に実施し、児童生徒の情
報交換を密にし、さらなる連携を図る。
・三校合同の授業研究会や研修会を通して、活用力の向上を図
り、具体的な目標数値の達成を図る。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

⑤　生徒を取り巻く「環境」を整える

具体的目標 達成度

学
校
運
営

教
育
活
動

・安全で安心して過ごせる学校だと実感できてい
る生徒を７５％以上にする。
・教職員の危機管理に対する意識の高揚と対応
能力の向上を図る。

・学校だよりは毎月発行、学校ＨＰや携帯サイト
（マチコミメール）では毎月２回以上情報発信を
行い、家庭・地域・諸機関との連携を密にする。

・特別支援教育コーディネーターと養護教諭を中心として特

別支援教育部会を月１回以上開催し、困り感のある生徒の

共通理解に努め、個々の生徒のアセスメントを行い、支援

の充実を図る。

・教育相談主任、副主任を中心に「つなぐ」「働きかける」を

キーワードに、「学校復帰プラン」を策定し、全職員が共通

理解したうえで、不登校の生徒や家庭に働きかけることに

より、不登校生徒の縮減を図る。

・新たな不登校生徒を出さないための未然防止に努める。

A

A

C

A

具体的目標 達成度

・週１日以上の部活動休養日、第１
水曜日のノー部活動デー、第３日曜
日の県下一斉部活動休養日、定時
退勤日の６時台閉庁、夏季休業中
の閉庁日を完全実施する。

・全職員が、各ライフステージに応じ
て「育てる」意識や「学ぶ」意識もち
ながら、ペアやチームとして教育活
動をしている割合を８０％以上にす
る。

B

B

●学力向上

④　教師集団の「組織力」を磨く

・登下校時の交通ルールやマナー、
学校生活のルールやマナーが守れ
ている生徒を８０％以上にする。

A

A

・１年生では宿泊訓練、２年生では職場体験、３
年生では赤ちゃんスイッチ事業を位置づけ、全
校一斉読み聞かせや、外部人材の活用や交流
を通して、自分自身が成長していると感じている
生徒を８０％以上にする。

A

・人権・同和教育推進教員を核に、いじめ・いのちを考える

日や人権集会、人権週間の取組を推進し、人権意識の向

上を図る。

・養護教諭２名配置を生かし、保健室からのよりきめ細か

い情報の共有を行い、さらなる連携を図る。

・教育相談主任を中心に教育相談体制をさらに充実させ、

ＳＣやＳＳＷと保護者、担任との連携を図る。

B

③　健やかな「体」を鍛える

具体的目標 達成度

A

・朝食をとって登校する生徒を９０％
以上にする。
・基本的生活習慣を身につけさせ、
健康意識の高い生徒を育成する。

A教
育
活
動

西中一心　～　夢や目標をも
ち　共に挑戦する生徒の育成

１　学校教育目標
１　確かな「学び」を鍛える　～　「活用」する力を育てるための授業改善、教科「日本語」の取組の推進
２　豊かな「心」を鍛える　～　なりたい自分像を考えさせる生徒指導の徹底【西中三訓、人権教育、部活指導】
３　健やかな「体」を鍛える　～　活き活き部活動の推進、生活習慣の確立、命を守る登下校指導の徹底
４　教師集団の「組織力」を磨く　～　全職員の学校運営への参画、働き方改革の推進、熟練教師の技の伝承と若手、中堅教育の育成
５　生徒を取り巻く「環境」を整える　～　特別支援教育の充実、不登校対策の推進、危機管理体制の確立

２　本年度の重点目標

具体的目標 達成度

３　目標・評価

①　確かな「学び」を鍛える

具体的目標 達成度

・１２月実施の県学習状況調査において、国語、
数学、理科については各領域で４月調査の結果
を上回る。他の２教科についは、県平均を上回
る。
・１２月実施の県学習状況調査において、国数理
社英の活用力において４月の結果を上回る。

B

・授業評価アンケートで「授業がわかる」「ために
なる。」と回答する生徒の割合を８０％以上にす
る。

A

②　豊かな「心」を鍛える

教
育
活
動

●健康・体づくり

教
育
活
動

●心の教育

・明るい挨拶ができる生徒を８０％以上にする。
・時間を守り行動できる生徒を８０％以上にす
る。
・時間いっぱい、一生懸命に掃除をしている生徒
を８０％以上にする。

・部活動や社会体育、文化活動に積
極的に取り組む生徒を８０％以上に
する。

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組
学校教育目標「西中一心～夢や目標をもち共に挑戦する生徒の育成」のもと「豊かな心【西中三訓‥西中生みんな頑張る３つの「あ」】」と「確かな学力」を重点目標とし、個性と感性を磨き、心身ともに健康で「知・徳・体」の調和のとれた生徒
【夢や目標をもち共に挑戦する生徒】の育成をめざした。また、確かな「学び」、豊かな「心」、健やかな「体」を鍛え、教師集団の「組織力」を磨き、生徒を取り巻く「環境」を整えるように学校運営を行った。校内研究では、二年間に渡って取り組み
実践してきた小中一貫教育の研究の成果を研究発表会の形式で公開することができた。また、今年度より県の指定を受けて全教科・全領域において「活用力」を高める学習指導の工夫・改善に取り組んでいる。同じく今年度、県教育委員会の
指定を受けて「がん教育総合支援事業」にも取り組み、それぞれ校内研究の中でひとつの部会として位置づけ、保健学習だけでなく、道徳や技術・家庭科、特別活動における生徒会活動とも協働しながら実践を行った。複数の研究発表や授業
公開が重なりながら、年間を通して、教職員は学校経営方針や重点目標をよく理解し、生徒指導や学習指導においても共通理解のもと実践ができたものと理解している。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

具体的目標 達成度

・生活規律と学力向上、教科「日本語」の系統性
をもった指導を行うため、小中合同推進委員会
を年３回開催し推進する。
・教科「日本語」の授業公開を参観日に位置づ
け、小中一貫教育研究会では各学年教で科「日
本語」の公開授業を行う。

A

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた
Ｂ：概ね達成できた
Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である

資料２


